平成18年9月21日　全体会　資料１

「市民会議」の代表選出方法の変更提案　　　　　18・9・21　運営委員会
提案：第８回全体会で承認された「鎌倉市自治基本条例策定市民会議」の代表の選出方法と選出の時期について、下記のように変更することを提案する。

1、 第８回全体会で承認された選出方法と選出時期
第８回全体会において承認された「市民会議」の代表・副代表の選出方法は、鎌倉市内の５地区の代表をその地区ごとに選出し、選出された５名が互選で「市民会議」の代表を選び、他の４名を副代表とすることとし、９月２１日の全体会で選出する予定であった。

2、 選出方法と選出時期の変更内容

· 会則に基づき、代表１名、副代表２～３名を選出する。

· 運営委員会内に代表選出管理の担当を若干名置き、その管理下で選挙を実施する。

· 選挙権・被選挙権は、会員に等しく付与し、単記無記名による全体会の直接選挙で、代表１名を選出する。

· 代表の候補者は、自薦・他薦で募り、１回目の投票で最高得票者が出席者数の過半数を超える得票に達しなかった場合は、上位３名で決戦投票を行う。
· 副代表の指名は代表の専権事項とするが、その指名にさいしては、組織構成を勘案して選出し、全体会の承認を得て就任する。
· 自治基本条例の策定プロセスが進展するにともない、新たな副代表の追加が必要となった場合は、全体会の承認を得て就任させることが出来る。

· 代表・副代表の就任期間は、鎌倉市自治基本条例の成立時点までとする。

· 選出スケジュールは、以下のようにする。

本案の承認＆代表選出の告示：９／２１（第９回全体会）　　

立候補締め切り：９／２８　　候補者の公示：９／２９
　　　候補者のショートスピーチ＆直接選挙＆副代表選出：１０／４（第１０回全体会）　

· 選出方法を変更する理由
· 「市民会議」会則の第５条（役員）では、代表・副代表について、代表性と補佐代行性を既定しているのみである。しかし実際には、単に「市民会議」の象徴的存在としてではなく、対外的な交渉能力、対内的なリーダーシップを期待されている。
· 当初は、市民の代表ということで、「地域の代表性」をとりいれることが、代表選出の有力な理由づけと考えた。しかし「市民会議」の活動実態は、地域横断的な鎌倉市全体を対象とする視点で課題が検討されており、「地域代表性」を主眼においた代表の選出方法は、実態には馴染まなくなっている。
· 「市民会議」自体の組織化が進展するに伴い、組織間の連携がより重要な運営課題となるため、「組織代表性」の観点から、副代表が組織構成とリンクしていないと、「市民会議」の運営に支障が生じるおそれがある。
· これらのことから、全市を１区とする直接選挙を「否」とする積極的な理由は乏しく、最も民主的で、最も一般的な選出方法に変更する条件が整った。
